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平成２８年度の広島県の決算の概要は
下記のとおりです。９月２６日、委員１６
人で構成される決算特別委員会が設置
され、議会閉会中に審査を行い、

１２月定例会にて審査結果が報告され、
議決されます。

一般会計決算の概要

歳入決算額・・・９７７５億７７２２万円
歳出決算額・・・９７１１億７３８０万円
翌年度繰越財源・・・４０億２７９１万円
実質収支額・・・・・・・２３億７５５１万円

特別会計決算の概要

歳入決算額・・・３４００億５０９５万円
歳出決算額・・・３３１３億２６４９万円
翌年度繰越財源・・・・１億６６３８万円
実質収支額・・・・・・８５億５８０８万円

９月１９日から１０月２日まで１４日間の日程で、広島県議会９月定例会が開か

れました。総額７７億３６１５万円の補正予算や、議員提案による「広島県中小企

業・小規模企業振興条例」などについて審議を行い、可決成立しました。また、

「平成２８年度決算認定」については、決算特別委員会を設置し閉会中の継続審

査となりました。所属する民主県政会からはふくち基弘の他、西村克典議員（広島

市安芸区）、金口巌議員（尾道市）が一般質問を行いました。 （ふくち基弘の質問は裏面を、他

の議員の質問の詳細については、広島県議会のホームページをご覧ください。）
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連絡先：ふくち基弘事務所

住 所：広島県広島市西区己斐上2-36-7 〒733-0815

電話/FAX : 082-271-5369 e-mail : fucci7@enjoy.ne.jp

一般質問を行なうふくち基弘

西村克典議員（広島市安芸区）

（質問） 広島県内の開業率を平成３２年度に１０％以上とする
目標に対し、創業に関する現状認識と今後の取り組み
について伺う。

（答弁） 開業率１０％以上の目標達成には、一層の取り組み強
化が必要であり、支援体制の強化や相談体制の拡充、
地域の創業熱を高めることなどに取り組む。

金口巌議員（尾道市）

（質問） がん患者への就労支援制度が十分活用されていない
実態について、県は現状をどのように認識し今後取り
組んでいこうと考えているのか。

（答弁） がんと診断された後に離職した人は３割を超える。今
後とも就労支援を柱の一つと位置づけ、就労支援コー
ディネーター配置や企業の就労支援に取り組む。

平成２９年度９月補正予算の主な内容

「 学 び の 変 革 」 を 先 導 的 に 実 践 す る 学 校 の 施 設 整 備 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８ 億 ７ ５ ５ ８ 万 円
県内企業が高度人材の受入 を進 め る ため の支援強化 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ０ ０ ０ 万 円
三江線廃止に伴 う 代替バスの円滑な運行のための環境整備 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ８ ０ ０ 万円
大 雨 災 害 等 に よ り 被 災 し た 施 設 の 復 旧 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ８ 億 １ ０ ０ 万 円
広島市 と連携 し 、 国連軍縮会議の開催 を支援 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ０ ０ ０ 万 円
防災ヘ リ コ プ タ ーの運行 に必要な エ ン ジ ン 部品の調達 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ １ ０ ０ 万 円
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身の回りに危険や不安を感じることや、行政を通じて直してほしいこと等
がありますか？

□ある □ない □その他 （ ）

（あると答えられた方のみ）具体的に問題点やご要望等をお書きください。

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

MOTOHIRO FUKUCHI   

生活福祉保健委員会で県内調査

８月２９日～３０日の日程で、生活福祉

保健委員会として県内調査を行いました。

児童自立支援施設の県立広島学園や

重度心身障がい児施設であるわかば療

育園・松陽寮を視察するとともに、三原

市の町内会「防災会」の取組や福山市

の子育て応援センターの事業概要等を

聴取しました。さらに㈱オガワエコノスを

訪問し焼却炉の熱を利用した発電設備

の稼働状況を聴取するとともに、NPO法

人こどもステー

シ ョンによる

こども食堂等

の取組を視察

しました。

３．飲酒運転根絶に向けた取組について

（質問） 飲酒運転根絶条例を制定し、社会全体が毅然として飲酒運転を拒絶す

べきことをうたうことにより、飲酒運転根絶に向けた運動を強化すべきと考える

が、県は飲酒運転根絶条例の制定についてどう考えているのか。

（答弁） 飲酒運転根絶に係る条例は現在、８道県で制定されており、条例制定

後毎年の飲酒運転事故減少率を全国平均と比較した場合、条例制定後の顕著

な減少傾向は確認できていないため、引き続き効果検証手法も含め検討を続け

てまいりたい。

（質問） 本県には障がい児保育施設が少なく、特に医療的ケア児を預けて働くことができない状態を改善するため、県の

障害児福祉計画策定にあたり、経済状況の厳しい母親等に対し十分配慮する必要があるが、母親が重度の障がい児を

預けて働くことができるような環境の整備をどのように進めていこうと考えているのか。

（答弁） 医療的ケア等を行うために配置することが望ましい看護師の確保が困難な状況を踏まえ、自治体が看護師を雇

い上げて医療的ケア児の受入れを行う保育所に派遣する事業が、国において今年度から実施され府中市の事業が採択

されたところ。こうした事業の活用も含め、障がい児保育の環境整備を進める。

９月定例会における、ふくち基弘の一般質問の概要は下記のとおりです。なお、詳細な質

問内容につきましては、ふくち基弘県政だよりvol.58や広島県議会のホームページをご覧く

ださい。

１．核兵器廃絶に向けた取組について

（質問） １１月の賢人会議や国連軍縮会議の開催を国際平和拠点ひろしま構想にどのよう

につなげていこうと考えているのか。

（答弁） 連携協定先である国連軍縮研究所や、ストックホルム国際平和研究所との共同研

究を進めて日本政府等へ提案できるよう、ひろしまラウンドテーブル議長声明での核兵器

国と非核兵器国との間の溝を埋めるための方策などの深化を図り、核軍縮の議論の進展

に貢献してまいりたい。

２．障がい児保育について

急な解散総選挙と広島県知事選挙のため、９月定例会のご報告が遅くなってしまいました。ご理解賜りますようお願いいたします。


